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千葉大学では，理学・工学・園芸学の自然系３分野をベースにした４研究科を設置しています。

そのなかで，工学系は工学研究科と融合科学研究科に属します。 

工学研究科は建築・都市科学専攻，デザイン科学専攻，人工システム科学専攻，共生応用化学

専攻の４専攻から構成され，各専門教育課程ではコース制をとっています。これらのコースは基

幹工学領域と複合・先端工学領域に区分され，前者には建築，デザイン，機械，電気電子，共生

応用化学が該当し，後者には都市環境システムとメディカルシステムが含まれます。各専攻は融

合科学研究科のナノサイエンス専攻，情報科学専攻と授業の相互履修を通じて深く連携し，先端

的，学際的側面の重要性を学ぶ機会を持っています。 

本研究科では，高度専門職業人の養成において狭い研究領域に限定せず，社会から要請される

幅広い高度な知識や能力が身につく体系的な教育課程を用意しています。また，単なる専門知識

の累積や研究能力の養成だけでなく，高度な倫理観に基づく社会的責任を果たしうる人間性豊か

な人材の養成を行います。 

博士前期課程(修士課程)では，学部からの６年一貫教育を念頭に，社会において技術開発のリ

ーダーとなるべき高度専門職業人を養成するとともに，後期課程に進学する学生のために，研究

者養成の基礎作りも行います。 

博士後期課程では，大学や研究機関に従事する研究者だけでなく，企業における研究者や行政

などで活躍できる研究者の養成を行います。 

工学研究科の教員組織は，専門が近い複数の教員を束ねる「教育研究領域」という形をとって

います。このことにより，大学院生は自分の専門分野周辺への幅広い視野を開拓しながら，自分

の専門性を高めることができます。ぜひ，幅広い目をもって，自ら学ぶ力とものをつくる力を身

につけ，自分で見出した課題を自分で解決できる，スケールの大きい人間になってほしいと思い

ます。 
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Ⅰ 大学院工学研究科入学者受入れの方針 

 
１．千葉大学大学院工学研究科の求める入学者 

千葉大学大学院工学研究科は，自然科学の体系的な理解に基づき，博士前期課程においては高

度専門職業人として，また博士後期課程においては先導的な研究者として高い倫理観に基づき社

会の発展に貢献することに意欲的に取り組む人の入学を求めています。 

 

２．入学者選抜の基本方針 

千葉大学大学院工学研究科は，本研究科の教育理念と方針に見合う学生を選抜するため，入試

を実施しています。博士前期課程においては，成績証明書，口頭試問，学力検査，面接により，

また博士後期課程においては，成績証明書，修士論文と研究計画に関する口頭試問により能力や

資質を総合的に評価します。 

 

 

【博士前期課程】 

（１）建築･都市科学専攻 

① 建築学コース 

ア．建築学コースが求める入学者 

建築・都市に関する幅広い視点に立ち，かつ建築学の特定分野に関する深い知識を習得

し，高度専門技術者として活躍する意欲があり，総合的学問・技術である建築学を活かし，

実践に結び付けようとする熱意のある人の入学を求めています。 

 

イ．入学者選抜の基本方針 

建築学に関する幅広い基礎知識と英語，及び複数の特定専門領域に関する科目を課し能

力や資質を総合的に評価します。 

 

② 都市環境システムコース 

ア．都市環境システムコースが求める入学者 

２１世紀にふさわしい「都市概念」の創成と，自然環境と調和した豊かな「都市」の構

築を目指し，都市空間計画・都市基盤工学・都市環境工学・都市情報工学の各専門分野の

知識を身につけるとともに，現代の都市が抱える諸問題に対して，その解決に創造的に取

り組む意欲のある人の入学を求めています。 

 

イ．入学者選抜の基本方針 

都市環境システムコースは，本コースの教育理念・目標に見合う学生を選抜するため，

入試では，成績証明書，口頭試問，学力検査および面接により志願者の能力や資質を総合

的に評価します。 
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（２）デザイン科学専攻 

① デザイン科学コース 

ア．デザイン科学コースが求める入学者 

デザインの基礎と応用に関する高い専門性を身につけるとともに，幅広いデザイン領域

の理解や，他領域との連携もふまえ，既成の価値観にとらわれることなく主体的かつ創造

的に問題解決に取り組み，より良い生活や社会の実現を目指す開拓精神旺盛な人の入学を

求めています。 

 

イ．入学者選抜の基本方針 

本コースの教育理念と方針に見合う学生を選抜するため，成績証明書，口頭試問及び学

力検査によって能力や資質を総合的に評価します。 

 

（３）人工システム科学専攻 

① 機械系コース 

ア．機械系コースが求める入学者 

機械系コースは，知的好奇心が旺盛で機械工学に関する素養を向上させる熱意のある人

と，機械工学に関する幅広い専門的知識を身につけ，国際社会で貢献する意欲のある人の

入学を求めています。 

 

イ．入学者選抜の基本方針 

機械系コースは，ものづくりに関する専門科目を深く理解し，幅広い社会で活躍できる

人材育成を目指し，機械工学分野における専門的な知識，応用力および学習意欲を問うた

めの学力検査や面接等を行って志願者の能力や資質を総合的に評価します。 

 

② 電気電子系コース 

ア．電気電子系コースが求める入学者 

電気電子系コースは，電気電子工学の社会的使命に共感し，その技術の発展に寄与した

いと強く希望する人を求めています。その中でも，特に，電気電子工学分野における，専

門的な知識と能力を養うための，基礎的能力と意欲のある人の入学を求めています。 

 

イ．入学者選抜の基本方針 

電気電子系コースでは，前述のように，電気電子工学分野における専門的な知識と能力

を習得するのに必要とされる，基礎的素養と学習意欲を問うための，学力検査，面接等を

行います。これらの結果に基づいて，志願者の能力や資質を総合的に評価します。 

 

③ メディカルシステムコース 

ア．メディカルシステムコースが求める入学者 

メディカルシステムコースは，医学と工学との学際領域において，機器や技術の研究開

発を通して人類の基本的欲求である医療，健康，福祉の向上を実現するために，医用工学

の発展に向けて情熱と意欲を持って取り組む能力を有する人の入学を求めています。 
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イ．入学者選抜の基本方針 

メディカルシステムコースは，本コースの教育理念と方針に見合う学生を選抜するため，

入試では，成績証明書，口頭試問，学力検査および面接を組み合わせて，志願者の能力や

資質を総合的に評価します。 

 

（４）共生応用化学専攻 

① 共生応用化学コース 

ア．共生応用化学コースが求める入学者 

化学を中心とする自然科学分野の基礎知識を備え，環境調和型の化学および関連する工

学を学ぶことに強い意欲を持ち，その成果を社会の発展に役立てたい人の入学を求めてい

ます。 

 

イ．入学者選抜の基本方針 

共生応用化学コースでは，本コースの教育理念・目標に見合う学生を選抜するため，成

績証明書や口頭試問・学力検査の結果より，志願者の能力や資質を総合的に評価します。 

 

 

【博士後期課程】 

（１）建築･都市科学専攻 

① 建築学コース 

ア．建築学コースが求める入学者 

建築・都市に関する幅広い素養の上で，建築学の特定分野に関する深い知識を習得し，

専門研究者・専門技術者として活躍する意欲があり，さらに論理的かつ柔軟な思考を通じ

て，最先端・高度な知識ベースを構築し，それを発展させようとする熱意のある人の入学

を求めています。 

 

イ．入学者選抜の基本方針 

専門的な研究討論が可能なコミュニケーション能力，博士後期課程における研究計画の

社会的・学問的意義の確認を行い，研究としての発展の可能性について口頭試問を行って，

能力や資質を総合的に評価します。 

 

② 都市環境システムコース 

ア．都市環境システムコースが求める入学者 

２１世紀にふさわしい「都市概念」の創成と，自然環境と調和した豊かな「都市」の構

築を担う研究者として，深い専門性に基づき現代都市の諸問題を的確に把握する洞察力・

思考力と，解決策を構想し実現に導く構想力・実行力を養う強い志のある人の入学を求め

ています。 
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イ．入学者選抜の基本方針 

都市環境システムコースは，本コースの教育理念・目標に見合う学生を選抜するため，

入試では，学力検査（口頭試問），成績証明書により志願者の能力や資質を総合的に評価

します。 

 

（２）デザイン科学専攻 

① デザイン科学コース 

ア．デザイン科学コースが求める入学者 

デザイン科学諸領域における最新の知見を融合し，この領域において指導的な役割を担

い，多様で高度な要求に対応できる，デザイン科学における未踏領域開拓能力を持つデザ

イン技術者・研究者を志す人の入学を求めています。 

 

イ．入学者選抜の基本方針 

デザイン科学コースでは，本コースの教育理念と方針に見合う学生を選抜するため，学

力検査（口頭試問）及び成績証明書によって，志願者の能力や資質を総合的に評価します。 

 

（３）人工システム科学専攻 

① 機械系コース 

ア．機械系コースが求める入学者 

機械系コースは，機械工学を基盤とした幅広い学問領域に関する高度な専門的知識を身

につけ，最先端の研究開発に関する課題解決能力と遂行能力等をもち，国際社会で貢献す

る意欲のある人の入学を求めています。 

 

イ．入学者選抜の基本方針 

機械系コースは，機械工学を基盤とした最先端の研究開発を担う人材を育成するために，

高度な専門知識，課題解決能力および遂行能力と意欲を問うための，学力検査や面接等を

行い，志願者の能力と資質を総合的に評価します。 

 

② 電気電子系コース 

ア．電気電子系コースが求める入学者 

電気電子系コースは，電気電子工学の社会的使命に共感し，その技術の発展に寄与する

ため，電気電子工学分野における高度な知識と専門的応用能力を駆使して自ら研究を進め

る能力と意欲のある人の入学を求めています。 

 

イ．入学者選抜の基本方針 

電気電子系コースでは，前述のように，電気電子工学分野における専門的な知識とその

応用能力を駆使して，自ら研究を進める能力と意欲を問うための，学力検査，面接等を行

います。これらの結果に基づいて，志願者の能力や資質を総合的に評価します。 
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③ メディカルシステムコース 

ア．メディカルシステムコースが求める入学者 

メディカルシステムコースは，医学と工学との学際領域において，機器や技術の高度な

研究開発を通して人類の基本的欲求である医療，健康，福祉の向上を実現するために，医

用工学の革新的な発展に向けて情熱と意欲を持って取り組む能力を有する人の入学を求め

ています。 

 

イ．入学者選抜の基本方針 

メディカルシステムコースは，本コースの教育理念と方針に見合う学生を選抜するため，

入試では，成績証明書，口頭試問，および面接を組み合わせて，志願者の能力や資質を総

合的に評価します。 

 

（４）共生応用化学専攻 

① 共生応用化学コース 

ア．共生応用化学コースが求める入学者 

化学を中心とする自然科学分野の知識を十分に備え，環境調和型の化学及び関連する工

学を学ぶことに強い意欲を持ち，先導的な研究者・技術者として社会の発展に積極的に貢

献したい人の入学を求めています。 

 

イ．入学者選抜の基本方針 

本コースの教育理念・目標に見合う学生を選抜するため，成績証明書と口頭試問により

志願者の能力や資質を総合的に評価します。口頭試問は，修士学位論文と研究計画書等に

ついて行い，研究に対する知識・意欲・計画性などを含め，能力や資質を総合的に評価し

ます。 
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Ⅱ 千葉大学 大学院工学研究科学位授与の方針 

（博士前期課程） 

博士前期課程では，学士課程で築いた基礎の上に，以下の知識・能力を修得する。 

 「自由・自立の精神」 

   自立した工学系高度専門職業人，知識基盤社会を支える高度で知的素養のある人材として，自

然科学を体系的に理解し，修得した学識と柔軟な思考能力を駆使して，社会の規範に従い主体的

に行動できる。 

 

 「地球規模的な視点からの社会とのかかわりあい」 

   国内外の多様な文化・価値観, 社会,自然, 環境を理解し, 専門職業人として社会と連携して活

動する際に基礎となる地球規模的視点からの柔軟な思考能力とコミュニケーション能力を修得し

ている。 

 

 「専門的な知識・技術・技能」 

   自己の専門領域に限らず, 幅広く高度な専門知識を総合的に体系化して修得しているとともに, 

柔軟な論理的思考能力と洞察力に基づいて課題解決に向けて主体的に行動できる能力を修得して

いる。 

 

 「高い問題解決能力」 

 高度な工学的専門知識および最新技術を要する課題を, 関連する分野の知識を統合・整理する

ことにより, 先導的に他者と協調・協働して解決できる。 

 

 

（博士後期課程） 

博士後期課程では，博士前期課程までで築いた知的基盤の上に，以下の知識・能力を修得する。 

 「自由・自立の精神」 

   産業界や行政など多様な研究・教育機関の中核を担う研究者もしくは大学教員を目指す人材と

して, 工学分野において自ら研究課題を設定し, 自立した研究活動を行うことができる。 

 

 「地球規模的な視点からの社会とのかかわりあい」 

   地球規模の視点を持ち，国内外の社会と連携して自ら課題を設定して自立的に研究開発を行い, 

その成果を学際的・国際的に発信できる素養を修得している。また, 文化・歴史に対する理解を

もち, 国内外の教育・研究機関において先導的指導者として活動できる能力を修得している。 

 

 「専門的な知識・技術・技能」 

 専門分野における高い学識の蓄積を基盤に, 創造性に富む研究開発能力を身につけ, 新たな知
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識の創出に貢献することができるとともに, 幅広い専門的知識を活かして先導的な研究の展開と

研究開発プロジェクトの企画・運営管理を行うことができる。 

 

 「高い問題解決能力」 

   専門領域の情報・知識を他者と共有しながら指導的に協調・協働し, 知識基盤社会を支える高

度で独創的な知的創造活動を実践することができる。 

 

Ⅲ 千葉大学 大学院工学研究科教育課程編成・実施の方針 

（博士前期課程） 

 「自由・自立の精神」を堅持するために 

• 自然科学の基礎と技術基盤としての工学基礎に関する幅広い学識を修得させ，柔軟な思

考力と深い洞察力を育成する教育課程全般において，学習活動や研究活動に対して自己

の判断・計画に基づいて主体的に取り組ませる。 

• 自己の学識，思考や洞察の結果を，工学系高度専門職業人として具体的な行動に移すこ

とに関する実践的な教育の機会を提供する。 

 

 「地球規模的な視点からの社会とのかかわりあい」を持つために 

• 専門分野の社会的および学術的位置づけを理解しながら，技術倫理などを含め幅広い学

識を修得し, 地球規模的な観点から考察することのできる教育課程を提供する。 

• 修得した専門分野の知見に関して，他の専門分野の人や様々な背景の人に効果的に伝達

するためのコミュニケーション力を修得する教育の機会を提供する。 

 

 「専門的な知識・技術・技能」を修得するために 

• 専門分野における深い学識を与えるための体系的教育と学識を問題解決に活用するため

の実践展開型の教育を提供する。 

• 専攻間の相互履修により, 自己の専門分野と他の分野との関係を理解する機会を提供す

るとともに, 幅広い知識と高度の専門性を修得できる教育を提供する。 

 

 「高い問題解決能力」を育成するために 

• 専門知識を統合・整理して課題に取り組み, 問題を解決する能力を涵養することのでき

る研究的教育の機会を提供するとともに, 知的財産権や情報倫理にも配慮しつつ, 他者

と協働して問題を解決する能力を修得できる教育課程を提供する。 

• 実践的課題実行力を養うために，インターンシップなど実学的教育の機会を提供し，実

践力を涵養する。 
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（博士後期課程） 

 「自由・自立の精神」を堅持するために 

• 研究課題設定から成果発表までの一連の研究活動に関して継続的に自己評価することに

より自立した研究者としての能力を修得させる教育課程を提供する。 
 

 「地球規模的な視点からの社会とのかかわりあい」を持つために 

• 自己の専門領域に関連して，地球規模的な視点からの問題について理解し，社会への貢

献として問題解決のためにどのような研究開発が必要かを考察する機会を提供する。 

• 自己の研究成果を最新の研究動向と関連づけて，外国人や専門の異なる人に説明し,情

報交換する機会を提供する。 

• 国内外における文化や歴史の多様性に対する理解をもち，多様な人と交流する教育の機

会を提供する。 

 

 「専門的な知識・技術・技能」を修得するために 

• 学位論文研究において，新しい知見や価値の創造に主体的に関与する機会を提供する。 

• 学位論文研究において，具体的な研究計画の策定, 研究成果の評価を踏まえた進捗管理

の実践を体験しながらマネジメント能力を身につける機会を提供する。 

 

 「高い問題解決能力」を育成するために 

• 学位論文研究において，共同研究者や研究協力者などと専門領域の情報・知識を共有し，

指導的立場に立って研究を推進するための統括能力を修得できる機会を提供する。 
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Ⅳ 工学研究科の概要 

１．研究科の教育理念 
 

近年，豊かな人間社会の構築をめざす実践の学問である工学は，その重要性をさらに増しています。

すなわち，住環境設計，ロボット工学，IT技術，医用工学，生命工学など，技術革新が期待されてい

る分野が多くあります。しかしながら，ただ単に科学技術の発展だけを目的とする時代は過去のもの

になっています。現代の工学では，ひとに優しいこと，地球に優しいことが求められています。つま

り，より高度な工学が求められているわけです。本研究科では，この方向に従った教育研究を推進し

ています。社会的には，高度専門職業人の養成においては，狭い研究領域に限定するのでなく，幅広

く高度な知識・能力が身に付く体系的な教育課程の提供が求められています。また，研究者養成では，

単なる研究能力の育成ではなく，社会的責任を果たしうる人間性豊かな人材の育成が求められていま

す。 

これら現代社会が要求する教育を提供するのが工学研究科です。本研究科は，建築・都市科学専攻，

デザイン科学専攻，人工システム科学専攻および共生応用化学専攻の４専攻から構成され，各専門教

育課程はコース制をとっています。これらのコースは基幹工学領域と複合・先端工学領域の教育課程

に区分されます。前者には建築，デザイン，機械，電気電子，化学などの教育課程が該当し，複合・

先端領域としては，都市環境システムとメディカルシステムの課程が含まれます。この教育システム

によって，社会から期待される高度専門職業人や研究者の育成を行います。工学研究科は，融合科学

研究科のナノサイエンス，情報科学の両専攻と授業の相互履修を通じて，深く連携しており，先端的，

学際的側面の重要性を工学研究科の教育にも生かしています。 

 

本研究科の学生は専攻ごとの修了要件を満たす所定の単位を修得し，必要な研究指導を受けた上で

学位論文を提出し，審査および最終試験に合格することによって次の学位が与えられます。 

 

 博士前期課程           博士後期課程 

建築・都市科学専攻 修士（工学）または修士（学術）  博士（工学）または博士（学術） 

デザイン科学専攻 修士（工学）または修士（学術）  博士（工学）または博士（学術） 

人工システム科学専攻 修士（工学）または修士（学術）  博士（工学）または博士（学術） 

共生応用化学専攻 修士（工学）または修士（学術）  博士（工学）または博士（学術） 

 



 － 11 －

工学研究科組織図 

 

    （専攻）  （コース） （教育研究領域） 
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機 械 系 コ ー ス

システム・制御・生体工学 
人

工

シ
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科

学
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攻

環境・熱流体エネルギー 

波 動 ・ 回 路 

物 性 ・ デ バ イ ス 
電 気 電 子 系 コ ー ス
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情 報 ・ 通 信 

医 用 情 報 
メディカルシステムコース
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用
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攻

バ イ オ 機 能 化 学 
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共 生 応 用 化 学 コ ー ス

無 機 ・ 計 測 化 学 

資 源 プ ロ セ ス 化 学 
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１．１ 建築・都市科学専攻 

建築・都市科学専攻の教育理念 

人間の生活・文化・生産活動の基盤である個々の建築および都市を形成する環境の様々な課題に

ついて，専門技術者および研究者を養成する専門基礎の教育を行うと共に，調査・実験・解析など

の研究を通して，安全，快適，魅力的で持続可能な建築および都市環境を構想・計画・設計しうる

高度専門家の養成を行います。 

建築およびそれを取り巻く都市環境は，社会や経済活動の変化あるいは技術の進展とともに大き

く変貌していますが，その一方で，時代を越えて持続する文化を育んできました。当領域の高度専

門家には，このような両面性への理解と共に，自然災害あるいは火災などの災害に対して安全な場

を提供する技術者としての倫理，および地球環境に配慮する広い視野が求められます。本専攻では，

先端性・創造性・社会性の調和をキーワードとしつつ，地域や社会に開かれた教育研究を通して，

建築および都市環境に関わる先導的な研究者・技術者・政策者・デザイナーとしての能力と倫理を

教育します。 

本専攻は，建築学コースと都市環境システムコースの２コースからなっています。建築学コース

は，建築の歴史・設計・計画・環境・構造等のいわゆる建築学を専門領域としています。一方，都

市環境システムコースは，都市空間の計画・インフラ・環境・エネルギー・情報等からなる都市総

合工学を専門領域としています。 

 

＜建築学コースの概要＞ 

日本国内ばかりでなく国際的に活躍できる建築学の高度専門技術者および研究者を養成するために，

建築および都市の歴史，デザイン・プランニング，建築の構造および防災，環境・設備，生産（構法）

の各専門分野について時代の最先端を見据えた専門教育を行います。これは単に最新の技術を用いた

建築物を新築することに留まらず，過去の資産を機能的・防災的・歴史的に再生することも含まれて

います。 

 

社会的ニーズ 

博士前期課程を修了した者の多くは，建築にたずさわる高度専門技術者として，総合工事業者（ゼ

ネコン），設計事務所，官庁・公共団体，コンサルタント，住宅メーカー，建材メーカーなどで，建築

計画，建築設計およびデザイン関連職，建築構造設計，建築設備設計，あるいは施工管理の職に従事

しています。修了者の大半が一級建築士の資格を取得するのが建築学コースの特徴であり，さらに各

自の専門性に応じて，コンクリート技士，一級施工管理技士，インテリアプランナーなどの建築関連

資格を取得する者もいます。 

博士後期課程を修了した者は，公的機関や民間企業の研究所，国公私立の教育機関などにおける先

端研究者ならびに先導的技術者として建築の各専門分野で指導的な役割を果たしています。留学生で

あった修了生の中には母国の出身校の教員として活躍している者も数多くいます。また，建築学コー

スの特徴として，数年間のインターンシップ的活動の後に設計事務所を興す者がいることが挙げられ，

国内外で活躍しています。 
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教育プログラムの特徴 

建築学コースの教育プログラムは，デザイン・プランニング分野，エンジニアリング分野，共通科

目群から構成されています。これは学部教育の専門教育として掲げている施設デザインプログラムと

エンジニアリングプログラムに対応しています。 

博士前期課程の教育では，建築および都市の歴史，デザイン・プランニング，建築の構造および防

災，環境・設備，生産（構法）などの総合的な学問および技術である建築学に関する幅広い視点を有

し，総合的な技術・学問を実社会で応用できる高度専門技術者を養成するために，工学部建築学科の

基礎教育とマッチした系統的大学院教育を行います。科目構成は学部４年との連続性を密にし，６年

一貫教育を目指すようになっています。またカリキュラムは大学院JABEEにも対応しています。特に，

デザイン・プランニングの分野では博士前期課程を修了した暁には国際的な建築士の受験資格を取得

できる教育を行っています。 

博士後期課程では，主として建築学の専門研究者・技術者を養成する教育を行うため，講義として

は教員が自己の専門領域について，専門性の高い講義を特論として行い，原則として，隔年で開講さ

れます。なお，博士後期課程の教育は，デザイン・プランニング分野とエンジニアリング分野に分け

て行なわれますが，指導教員個人あるいはグループによる研究指導が中心になります。 

 

 

＜都市環境システムコースの概要＞ 

現代の都市環境は，コミュニティ，住まい，景観，過疎過密，防災，ごみ，リサイクル，環境汚染，

通信網，道路網，水源，エネルギーなどにおいて多様な課題を抱えています。一方，都市再生への取

組みや高度情報網の進展により，都市は時代とともに変化しています。本コースでは，これらの課題

や状況に対して，高度な専門知識を有し，技術とデザインの両面から都市環境を総合的にとらえ，確

かな倫理と創造性をもって活躍する総合設計者，技術者，研究者の養成を目指します。 

本コースでは，都市空間計画，都市基盤工学，都市環境工学，都市情報工学の４つの領域があり，

これらが相互に連携して総合的な都市環境システム学を構成しています。 

 

社会的ニーズ 

本コースを修了した者は，都市・住宅関連の行政・公共企業体，都市開発に関わるディベロッパー・

建設会社・設計事務所・コンサルタント，廃棄物やエネルギー等に関わる環境系企業，電機メーカー・

コンピュータ・情報通信系企業等における高度専門家や総合的な設計者・計画者などの仕事に従事し

ます。 

 

教育プログラムの特徴 

都市環境システムコースのカリキュラムは次の３点を骨子としています。①都市の諸問題に工学的

視点から取り組む「都市環境システム学」を確立しつつ，学部から博士後期まで一貫した教育体系を

とっています。②新領域の学問を成立させるためには，専門性と学際性を両立させたプログラムが求

められます。このため，教育研究分野の主テーマに対応し，都市環境システムコースの基幹となる科

目を設け専門性の深化をはかると同時に，複合的テーマを扱う領域横断的な科目を設け総合的視野を

育てます。③社会人教育に配慮し，昼夜循環開講制のカリキュラムを実施しています。 
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・博士前期課程の特色 

１．学部から博士前期（修士）までの６年教育の重視 

博士前期課程修了後に企業，行政，コンサルタントなどに就職するニーズが強いことを踏まえ，６

年教育の一体性を重視しています。なお，３年次編入の社会人学生については，博士前期までを含む

４年教育のニーズに配慮したカリキュラムを提供します。 

２．学際的・総合的教育の実践 

教育研究分野の主テーマに対応した基幹科目によって専門性の深化をはかると同時に，複数教員が

連携して運営する複合的科目によって学際性の高い教育を行い，総合的な視野をもった人材を育成し

ます。 

３．社会課題調査研究の創設 

社会的関心が高いテーマ（少子高齢化，防災安全，省資源など）を設定し，複数の教員が各専門の

観点から講義をした後，研究を深めるプログラムを設定します。 

 

・博士後期課程の特色 

博士前期課程あるいは他大学大学院からの進学者，および社会人学生を中心として，高度な研究遂

行・計画実践能力と総合的知識をバランスさせた人材を育成することを主眼に教育を行います。具体

的には，都市空間計画，都市基盤工学，都市環境工学，都市情報工学の４つの専門領域において，学

生は，各々が専門とする研究対象に加えて，以上４つの領域のいずれか１つについて，総合的かつ高

度な知識を習得することを目指します。 

 

 

１．２ デザイン科学専攻 

デザイン科学専攻の教育理念 

デザイン科学は人間の生活や生活文化をより豊かにし，新しい社会的価値を創造していく実践の

学問です。本専攻は，千葉大学が誇るデザイン教育研究の長い伝統と豊富な実績を踏まえ，デザイ

ン科学諸領域における最新の知見を融合して指導的な役割を果たす高度専門職デザイナー，先導的

デザイン技術者，デザイン研究者の養成をめざします。 

 

＜デザイン科学コースの概要＞ 

デザイン科学コースは生産システム，情報コミュニケーション，環境ヒューマノミクスという３つ

の教育研究領域から構成されています。博士前期課程においては工学部デザイン学科，博士後期課程

においては博士前期課程におけるデザイン教育を基盤としたより高い専門性を付与するとともに，幅

広いデザイン領域を理解するための教育研究を行なっています。 

また，文部科学省の「特色ある教育研究」に採択された「魅力ある大学院教育イニシアティブ，大

学院教育改革支援プログラム，大学教育の国際化推進プログラム，現代的教育ニーズ取組支援プログ

ラム」，経済産業省・文部科学省の「アジア人財資金構想／高度専門留学生育成事業」を強力に推進し，

多様で高度な要求に柔軟に対応できる高度専門職デザイナー，先導的デザイン技術者，デザイン研究

者の養成をめざしています。 
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さらに，海外有力デザイン大学，国内外の有力企業，千葉大学内のデザイン系他領域（建築系，都

市環境系，園芸系）との連携を密にしたカリキュラムを設け，最先端のデザイン教育研究を展開して

います。 

 

社会的ニーズ 

デザインは現代社会のあらゆる領域で必要とされています。本コース修了生は，自動車・精密機器・

家電品・家具などの製造業や情報産業における高度専門職デザイナー，企画・開発などの業務を担う

先導的デザイン技術者，大学や試験研究機関におけるデザイン研究者としての活躍が期待されていま

す。 

 

教育プログラムの特徴 

博士前・後期課程ともに，デザインの基礎と応用に関する科目群を履修して高い専門性を身につけ

る４つのプログラム［研究プログラム，作品プログラム，応用研究プログラム，ダブルドメインプロ

グラム］を用意しています。創造性豊かな教育研究を目指して，製品デザイン，デザインマネージメ

ント，材料計画，コミュニケーションデザイン，人間情報科学，デザイン心理学，環境デザイン，人

間生活工学，デザイン文化計画などに関する講義と演習を，複数の教員による連携のもとで進めてい

ます。 

また，「海外アライアンス・プログラム，産学連携デザイン・プロジェクト・ワーク，デザイン・イ

ンターンシップ・プログラム」等を開講し，海外有力デザイン大学や国内外有力企業との連携を基に

した多様な研鑽の場を用意しています。さらに，「異なるデザイン領域習得プログラム」や園芸学との

連携による「エコデザイン論，ケアデザイン論」，工学系共通のカリキュラムとして「技術者倫理，ベ

ンチャービジネス論，ベンチャービジネスマネージメント」も用意しています。 

 

・博士前期課程の特色 

幅広いデザイン領域を理解するために，１年次に「デザイン・インタラクティブ１・２・３」を必

修科目として履修します。さらに「人間－生活環境論，材料計画論，デザイン心理学，文化計画論」

などの基盤科目群と「プロダクトデザイン計画論，生活環境デザイン論，メディアデザイン論」など

の応用科目群を設け，デザイン科学に関する高い専門性習得をめざします。 

 

・博士後期課程の特色 

１年次に「デザイン・イノベーション」を必修科目として履修し，さらに高度な専門性を習得する

ために，「環境人間工学，人工物感性論，生活デザイン心理学，デザイン文化論，メディアデザイン情

報論，行動環境デザイン論，産業デザイン論」等の専門科目群を履修します。多様で高度なデザイン

教育研究により，デザイン科学における未踏領域開拓能力の習得をめざします。 

なお，選択する４つのプログラムで履修要件は異なりますが，両課程ともに２年次進級時にはそれ

ぞれ修士／博士候補生評価を行ない，さらなる質の向上を図っています。 
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１．３ 人工システム科学専攻 

人工システム科学専攻の教育理念 

機械工学，電気電子工学，メディカルシステム工学の領域の異なる学術専門性を活かすとともに，

近年の著しい学術・技術の進歩により創成された，それら領域を統合した新しい専門領域の現状を

踏まえ，幅広くかつ高度な教育・研究を以下の３コースにより行います。 

  ・機械系コース 

  ・電気電子系コース 

  ・メディカルシステムコース 

 

＜機械系コースの概要＞ 

機械系コースに関しては，１．材料・強度・変形，２．加工・要素，３．システム・制御・生体工

学，４．環境・熱流体エネルギー，の４つの教育研究領域から構成されています。「研究すべき問題を

自ら設定でき，解を見出す能力を養う」ことを教育目標としています。「研究すべき問題」を正しく設

定できるためには関連する分野の広い知識と深い洞察力が必要となります。同時に，「その研究を進め

るにあたってどのような事象が障壁となるか」，「その障壁はどのような方法論で乗り越えられるか」，

「障壁を越えることでどのような効果を社会にもたらすか」などを予測できる能力も要求されます。

これらの素養が全て備わって始めて「正しい問題設定」が可能となります。これらの能力を養成する

ことを目標として，独立した研究者，高度職業人としてのスペシャリストを社会に送り出すことを目

指しています。 

 

社会的ニーズ 

ものづくりのための機械工学の専門技術を活かして，自動車，鉄道などの輸送機器，情報機器，電

気・ガス・化学プラントなどの設備，精密機械，医療機器，さらに公的研究機関，公務員など，高度

専門技術者として広範囲な活躍が期待されています。 

 

教育プログラムの特徴 

機械工学の基盤となる基礎知識と専門領域の学問を修得し，幅広くかつ最終的に大学院博士後期課

程までの系統的な教育を視野に入れて，以下の4つの教育・研究領域が用意されています。 

１．機械を構成する部材のための材料・強度・変形 

２．生産技術，トライボロジー理論，さらにはマイクロ加工システム・要素 

３．輸送機器，生産システムなどのシステム制御，生物・生体の特性や機構を模倣した機器設計 

４．最小エネルギーによる最大効率のための環境・熱流体エネルギー 

なお，総括的に特別演習と特別研究を行い，問題発見能力と問題解決能力を養成します。前期・後

期を通した教育プログラムにおいて，機械工学の基盤となる基礎知識と専門領域の学問を修得し，幅

広くかつ高度な研究開発・実用化を促進しうる人材育成を行います。 

 

・博士前期課程の特色 

学部での基礎的機械工学，および関連する電気電子工学，生体工学分野の学問領域を修得したうえ

で，博士前期課程（修士）ではものづくりに関するより深い専門科目を理解し，幅広く社会で活躍で
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きる人材を育成します。 

 

・博士後期課程の特色 

機械系コース博士前期課程（修士）からの進学者や学内外からの入学者を中心に，機械工学を基盤

とした最先端の研究開発を担う人材を育成するために，高度な専門知識と課題解決能力及び遂行能力

等を持つ人材を育成します。 

 

 

＜電気電子系コースの概要＞ 

電気電子工学に学問的な基礎を置き，波動・回路，物性・デバイス，システム・制御，情報・通信

に関する基礎学問分野を理解した上で，様々な電気電子工学分野に応用できる人材の育成を目指ざし

ます。さらに，技術と社会や自然に及ぼす影響を理解し，電気電子工学の高度専門技術者としての責

任を自覚する能力を身につけさせることを目標とします。 

 

社会的ニーズ 

電気電子工学の専門技術を活かして，電気機器，情報通信，電気・ガス，精密機械，運輸，輸送機

器，医療機器，さらに公的研究機関，公務員など，広範囲な就職先での活躍が期待されます。 

 

教育プログラムの特徴 

電気電子工学に関する基礎学問および波動・回路，物性・デバイス，システム・制御，情報・通信

に関する専門分野を幅広く修得し，最終的に大学院博士後期課程までの5年一貫教育をも視野に入れた

教育プログラムが用意されています。また，総括的に特別演習と特別研究を行い，理論的・論理的思

考に基づく計画的かつ現実的な問題解決の手法と情報伝達に必要な文書表現やコミュニケーション能

力を取得できる学習・教育の機会を提供しています。 

前期課程・後期課程を通した教育プログラムにおいて，電気電子工学の基盤となる基礎知識と専門

領域の学問を修得し，幅広くかつ高度な研究開発・実用化を促進しうる人材育成を行います。 

 

・博士前期課程の特色 

学部での基礎的電気電子工学，および関連する機械工学，情報工学分野の学問領域を修得したうえ

で，博士前期課程（修士）では波動・回路，物性・デバイス，システム・制御，情報・通信に関する

専門科目をより深く理解し，幅広く社会で活躍できる人材教育を行います。 

 

・博士後期課程の特色 

主に電気電子系コース博士前期課程（修士）からの進学者や学内外からの当該分野の志願者を中心

に，電気電子工学を基盤とした研究開発を担う人材を育成するために，高度な課題解決能力と応用展

開力，研究遂行能力を持つ人材を育成します。 
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＜メディカルシステムコースの概要＞ 

本コースは，医用情報グループと医用電子グループの２つのグループからなり，医学・生物学と情

報技術の融合による生体医工学や医用情報工学，診断技術の向上と生活の質を高める医療機器開発を

目的とする医用電子工学を取り扱っています。２つのグループは相互に連携して，専門分野の深化と

像情報の有効利用のための幅広い視点にたった教育の実践を図り，少子高齢社会にむかい健康で豊か

な生活を営むための医療機器の創出に貢献できる専門性と視野を持った研究者，技術者を育成します。

さらに生体医工学の技術者に生命倫理や産業創生育成のための教育を行います。 

本コースでは，生体医工学に関する実践的な教育研究を推進するため，フロンティアメディカル工

学研究開発センター，医学研究院および附属病院等と緊密な連携を保っています。 

 

社会的ニーズ 

就職先：工学と医学の境界領域において，医工学の専門技術を生かして医療機器製造，医療機器輸

入メーカー，製薬会社などへの就職が可能です。また，工学的基礎技術の習得により電機，通信，コ

ンピュータ関連企業に就職できます。さらに医薬品医療機器総合機構など，医療機器の承認審査や安

全対策を業務とする公設機関での活躍も期待されます。 

 

教育プログラムの特徴 

世界に類を見ない少子高齢社会において，国民が健康で安心して暮らせる社会を実現するためには，

先端技術を応用した高度医療機器・福祉機器等の開発が必須であります。テーラーメイド医療・予防

医療・再生医療の実現や健康維持・増進に係る新しい医療機器・福祉機器等の開発・実用化を通して，

「健康寿命の延伸」を実現する人材の教育を行います。 

博士前期課程では，学部での機械工学，電気電子工学，情報工学等の工学に関する基礎を修得した

うえで，生体組織，生体機能等の医学・生物学に関する知識を習得するなど，医工連携による臨床に

役立つ機器開発のための教育を展開しています。博士後期課程では，前期課程（修士）からの進学者

や学内外からの当該分野の志願者を中心に，欧米に遅れをとっている診断・治療機器開発を担う人材

を育成するために，高い課題発見能力と応用展開力，研究遂行能力を持つ人材を育成します。 

 

・博士前期課程の特色 

学部で機械工学，電気電子工学，情報工学のいずれかの基礎を修得したうえで，博士前期課程（修

士）においてこれらの工学的知識をさらに深めるとともに，医学・生物学を理解し，医工連携による

臨床に役立つ機器開発のための教育を展開しています。 

 

・博士後期課程の特色 

主にメディカルシステムコース博士前期課程（修士）からの進学者や学内外からの当該分野の志願

者を中心に，生体医工学分野の中でも欧米に遅れをとっている診断・治療機器開発を担う人材を育成

するために，高い課題発見能力と応用展開力，研究遂行能力を持つ人材を育成しています。 
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１．４ 共生応用化学専攻 

共生応用化学専攻の教育理念 

科学技術の発展は，さまざまな優れた性質をもつ新物質や新材料の開発とその製造プロセスによ

って支えられています。本専攻では，このような物質とその高度な機能の創製のために，物質の構

造と物性，機能との関連，さらに材料への応用を体系的に教育します。前期課程では高度な機能を

もつ物質や材料の基礎から応用にわたる教育を行い，新物質，新材料の開発に意欲溢れる人材を育

成します。さらに，科学倫理観の形成や研究成果の社会還元についても教育します。後期課程では，

物質や材料への深い理解に基づく柔軟な発想をもち，広い視野に立って課題解決能力に秀でた研究

者を養成します。 

 

＜共生応用化学コースの概要＞ 

21世紀における持続型社会を実現するためには，環境に調和する化学プロセスを開発し，環境に適

合した物質を創製することが重要です。また，人類が他の生物と共生していくためには，化学の立場

から生物の機能を抽出し，それを利用あるいは模倣した物質やプロセスを開発することが不可欠です。

本コースには，「バイオ機能化学」，「環境調和分子化学」，「無機・計測化学」，「資源プロセス化学」と

いう４つの教育研究領域があります。物質の本質的理解を促し，新しい概念や手法による新規な物質，

材料，そしてプロセスを創出する能力を引き出すことが教育の目標です。各領域での専門性を深める

とともに，領域間の相互協力によって広い視野をもった化学の研究者，技術者を育成します。 

 

社会的ニーズ 

本コースの学問背景として化学があり，その応用対象として「環境」と「バイオ」であることから，

化学産業，自動車産業，エネルギー産業，半導体産業，食品産業など，物質に関わるあらゆる製造業

界のほか，国や地方公共団体などの公的機関に人材を輩出しています。 

 

教育プログラムの特徴 

共生応用化学コースでは，優れた物質と高度な機能の創製のために，物質の構造，物性，そして機

能との関連，さらに材料への応用を体系的に教育します。授業科目以外に特別演習と特別研究が総合

的に実施され，課題解決点の抽出，課題解決の手法などの能力を身につけるとともに，これらの結果

を論理的にまとめ，報告できる能力の修得が可能な教育プログラムを整えています。 

本コースは，「環境」と「バイオ」のさまざまな課題の解決にあたって活躍できる人材を養成する教

育プログラムをもつコースです。化学の４つの基礎学問，すなわち“有機化学”，“無機化学”，“分析

化学”，そして“物理化学”を道具に用い，最先端の研究を通して，課題解決能力を身につけた研究者

や技術者を育てます。そのために，博士前期課程の１年次に「化学」を体系的に捉える科目を，２年

次に応用場面で必要な研究手法を学ぶ科目が配置されています。また，博士後期課程では，必要に応

じてこれらの博士前期課程に開講された科目の履修も可能であり，加えて，複雑な課題に対して本質

を抽出し，解決できる自立した研究者を養成するプログラムを用意しています。 
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・博士前期課程の特色 

博士前期課程（修士）では，学部で修得した有機化学，無機化学，分析化学，そして物理化学につ

いての基礎的かつ体系的な知識や考え方を一層深めるとともに，社会の課題へ具体的に適用し解決す

る能力を育成するための授業科目を設定しています。また，研究成果を健全に社会還元する知識を養

うための「実践知的財産権」という授業科目を設定しています。 

 

・博士後期課程の特色 

博士前期課程からの進学者のほか，社会人など，学外からの進学者にも門戸を開いています。本課

程では，高度な研究遂行能力を有し，自立した研究者，技術者の育成を目指した教育がなされます。

学生は所属する教育研究領域での専門性を深めるとともに，他の領域との連携により，広い視野を身

につけることが可能となります。 
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２．教育研究領域及び内容 

注 △は平成28年３月31日定年退職となる教員である。 

  ○は平成27年３月31日定年退職となる教員である。 

  ◎は平成26年３月31日定年退職となる教員である。 

 

 建築・都市科学専攻  建築学コース 

教育研究領域：住環境創造デザイン 

教 授：○福川裕一：歴史的環境の保全，中心市街地活性化，都市計画制度論，都市デザインの手法 

教 授：中山茂樹：建築計画，施設デザイン計画，施設マネジメント，POE，公共施設計画，病院，福祉施設 

教 授：M.N・モリス：建築史，都市史，人工環境の歴史，古建築の保全再生，歴史に習った建築設計 

教 授：栁澤 要：施設プログラミング，環境行動デザイン研究，教育施設計画 

教 授：岡部明子：都市環境，持続可能な発展，統合的政策，空間計画，縮小都市 

准教授：岡田哲史：建築デザイン，近代建築論，現代建築論，建築社会学 

准教授：頴原澄子：歴史的建造物，保存，修復，近現代建築，建築 

准教授：鈴木弘樹：建築設計，ランドスケープデザイン，景観評価 

助 教：吉岡陽介：建築計画，視環境，空間認知，人間工学，プロダクティビティ 

内容：人間の基本的な活動の場である居住空間の創造・形成・維持という観点から，建築・都市を計画・

設計する計画技術の基礎からデザイン手法を対象に研究し，歴史的観点からも考究することを基本

課題とする。与条件に対応する計画技術，建設過程における設計行為のもつ意義，設計を展開させ

るための手法，合意形成や制度などの社会システムなどについて，各地の各時代に即して歴史的に

明らかにし，現代における建築デザインの手法を追及する。 

 

教育研究領域：環境形成マネジメント 

教 授：△川瀨貴晴:環境設備計画・設計，省エネルギー計画，知的生産性研究，太陽光発電システム応用

研究 

教 授：◎安藤正雄：構工法計画，建築生産設計，プロジェクトマネジメント，プロパティマネジメント 

准教授：宗方 淳：環境工学，光視環境，環境心理学 

准教授：平沢岳人：建築学，建築構法，建築生産，3DCG，建築モデルデータベース，複合現実感 

客員准教授：井関和郎：団地設計，集合住宅設計，街づくり設計  

内容：建築物内外の環境に着目し，その物理的な性状の予測，評価・適応，環境形成の技術と，それらを

構築する構法技術の評価・マネジメントの確立を基本課題とする。空間の質を評価するための行動

心理学的アプローチ，および快適性と持続可能社会を両立する建築・住宅性能の確保，各種建築構

造および設備の計画・設計・生産技術，サステナブルな建設マネジメントならびに構法の開発，環

境負荷やエネルギーの低減を目指す技術について教育・研究する。 

 

教育研究領域：構造安全計画 

教 授：高橋 徹：建築構造，設計荷重，長周期地震動，極値統計学，構造信頼性，目標水準，性能表示

型設計 

教 授：原田幸博：建築構造学，鋼構造，建築構造物の耐震設計 

教 授：和泉信之：建築構造，鉄筋コンクリート構造，耐震設計，制振構造，建築構造デザイン 

准教授：△前田孝一：建築材料，コンクリート材料，耐久性，防耐火性能，建築数学 

准教授：平島岳夫：建築構造，火災，耐火，熱応力解析 

准教授：中村友紀子：建築構造，耐震工学，鉄筋コンクリート構造，組積造 

助 教：柏崎隆志：鉄筋コンクリート構造，プレストレストコンクリート構造，柱・梁接合部，耐震設計，

耐震性能 
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助 教：秋田知芳：鉄筋コンクリート造建築物，耐震壁，限界耐力計算，地震応答評価，建築物と地盤の

相互作用 

助 教：島田侑子：建築構造学，鋼構造，建築構造物の耐震設計 

内容：鉄筋コンクリートや鋼を用いた構造物の応答評価と合理的な構造形式の開発ならびにそれらの性能

評価手法の確立，地震・風・雪などの自然災害や火災などの災害に至る建築物の安全を脅かすさま

ざまな外乱の性質を理解し構造物の設計を行うための基礎的な理論やその評価方法の確立，さらに

建築物を構成する基本材料の特性と性能の評価を基本的課題とする。さらに持続可能な社会形成の

ための新材料やそれを用いた構造システムの開発・評価の確立も目指す。 

 

 建築・都市科学専攻  都市環境システムコース 

教育研究領域：都市空間計画 

教 授：小林秀樹：住宅・住環境計画，コミュニティデザイン，住宅政策，まちづくり，不動産制度，建

築計画 

教 授：柘植喜治：都市環境プロデュース，市街地再開発，複合施設デザイン 

教 授：村木美貴：都市計画，エリアマネジメント，PPP，中心市街地活性化，サスティナビリティ 

准教授：森永良丙：建築計画，都市居住計画，コミュニティデザイン，市民参加型計画，住まい・まちづ

くり 

准教授：宮脇 勝：都市デザイン，都市計画，ランドスケープ・デザイン，都市再生，文化財，色彩，制

度 

助 教：郭 東潤：都市計画・デザイン，景観再生計画，地域活性化，まちづくり学，コミュニティデザ

イン，住民参加論 

助 教：丁 志映：サスティナブル・コミュニティデザイン，住宅・住環境計画の再生手法，住民参加型

住まい・まちづくり 

内容：現代社会にふさわしい都市の景観・街並み・公共空間・商業空間・都市建築・コミュニティなどの

計画，および設計・デザインについて，専門的教育研究に取り組む。持続的に維持し創造していけ

る都市づくり，自然と共生する都市づくり，伝統文化を継承発展する都市づくり，産業に支えられ

た活気ある都市づくりなどをテーマとして教育研究活動を行い，時代の課題に応えるように，都市

再生と地域再生，地球環境に好ましい都市居住の具体的形態やあり方について探求する。 

 

教育研究領域：都市基盤工学 

教 授：△中井正一：地震防災，耐震設計，地盤振動，基礎構造，動的相互作用，微地形，交通振動 

教 授：山崎文雄：都市インフラ，地震防災，ライフライン，リモートセンシング，高速道路，地理情報

システム 

准教授：丸山喜久：都市防災，リアルタイム地震工学，津波数値シミュレーション，災害時の道路交通シ

ミュレーション 

准教授：近藤吾郎：コンクリート工学，建設材料，鉄筋コンクリート構造，耐震構造設計 

助 教：関口 徹：地盤振動，地震被害，耐震設計，地震観測，常時微動 

内容：現代の都市は，建物などの構成要素，地域社会，都市基盤システムなどの次元で，安全・安心を確

保し，秩序と活力に満ちた持続的発展を目指す必要がある。本教育研究領域では，都市経営，都市

防災，都市インフラなどを対象として，法律・経済的アプローチによる都市経営，建設材料・基礎

構造を含む都市防災技術，ライフラインや交通インフラの安全工学などに関するさまざまな課題に

対して，地域連携と国際展開の視野を持って専門的教育研究に取り組む。 
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教育研究領域：都市環境工学 

教 授：小倉裕直：エネルギー有効利用システム，省エネルギー，化学蓄熱，ケミカルヒートポンプ，環

境エネルギー工学，化学工学 

教 授：△中込秀樹：熱工学，環境・新エネルギー，極低温技術，廃棄物・リサイクル，熱分解，水素，

磁気冷凍 

教 授：○大坪泰文：環境微粒子工学，ソフトマシン，流体デバイス，コロイド，レオロジーコントロー

ル 

准教授：△佐藤建吉：ソシオ・メカニカルエンジニアリング，風力発電，技術史，技術連関，イノベーシ

ョン 

准教授：和嶋隆昌：化学変換プロセス，廃棄物有効利用，環境浄化材，資源回収，鉱物処理 

助 教：廣瀬裕二：高分子多成分系，高分子ダイナミクス，微粒子分散系，流体デバイス，レオロジーコ

ントロール 

内容：都市環境工学領域では，快適で持続可能な都市を実現するため，その基盤となる都市環境の創造と

維持のための方法論を環境工学的に探求し，実践することに主眼をおいた教育研究を目的としてい

る。特に，低環境負荷，省資源，省エネルギー都市環境を形成するための化学工学や機械工学知識

に基づき，資源循環，エネルギーシステム，環境エネルギー保全，環境マネジメントの観点から，

実践につながる 新の専門的教育研究に取り組む。 

 

教育研究領域：都市情報工学 

教 授：須貝康雄：システム工学，大規模ネットワークの解析・設計， 適化工学，ニューラルネットワ

ーク 

教 授：塩田茂雄：通信ネットワーク，インターネット，オペレーションズリサーチ，性能評価，確率論 

准教授：荒井幸代：人工知能，学習，意思決定理論，ゲーム理論，情報ネットワーク制御（Web，交通網他） 

准教授：吉村博幸：光工学，光情報処理システム，情報セキュリティ，暗号，信号・画像処理，バイオメ

トリクス，電磁波工学 

准教授：檜垣泰彦：情報システム学，Web基盤応用，システム構築，ソフトウェア開発手法 

内容：都市の重要な構成要素の一つに「情報」がある。現代の都市では，距離や時間の制約を超えて情報

を自由に相互伝達すること，取得した情報を情報学的・数理的に分析することが重要である。本領

域では，情報学・通信工学・数理解析など，「情報」に関わる基幹的な学問分野の成果を踏まえ，効

率的な情報検索技術，情報通信基盤の快適性・信頼性の向上，環境の記述・予測のためのモデル化・

シミュレーション技術など，都市に関わる実践的かつ専門的な教育研究を行う。 

 

 デザイン科学専攻  デザイン科学コース 

教育研究領域：生産システム 

教 授：渡邉 誠：工業デザイン，デザインシステム，デザインマネージメント，デザインプランニング 

教 授：久保光徳：意匠形態学，造形力学，生産デザイン 

教 授：寺内文雄：材料計画，デザイン心理学，製品デザイン，触知覚，嗅覚 

客員教授：御園秀一：トランスポーテーションデザイン，デザインマネージメント，プロダクトデザイン 

客員教授：林 孝一：トランスポーテーションデザイン，デザインマネージメント，プロダクトデザイン 

客員教授：渡邉慎二：工業デザイン，デザインマネージメント，インハウスデザイン，デザインストラテ

ジー 

准教授：Edilson S. Ueda：サステナブルデザイン，エコプロダクトデザイン，エコサービスデザイン，持

続可能製品サービスデザイン，エコロジーデザイン 

准教授：小野健太：工業デザイン，システムデザイン，デザインマネージメント，インタフェースデザイン 

助 教：田内隆利：デザイン造形，造形基礎，造形解析，パブリックアート，彫刻 
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助 教：永瀬彩子：都市環境デザイン，都市緑化技術，都市生態学 

内容：人間生活にとって有用な製品を生産するためには，様々な社会的要件や生活者の要求を総合的に検

討する必要がある。本領域においては，製品を生産する際に必要となる諸条件を一連のシステムと

して教育研究する。具体的には，製品デザインの理論・手法と応用に関する教育研究，デザインを

システムの観点から評価・計画するデザインマネージメント教育研究，デザインを材料の観点から

検討する材料計画に関する教育研究を行なう。 

 

教育研究領域：情報コミュニケーション 

教 授：日比野治雄：デザイン心理学，色彩心理学，印象評価，心理物理学，エモーショナルデザイン 

教 授：岩永光一：人間情報科学，テクノアダプタビリティ，ヒューマンインタフェース，テクノストレス 

准教授：石橋圭太：生体情報処理，生理人類学，時間生物学 

准教授：玉垣庸一：デジタル情報表現，色彩情報，コンピュータグラフィックス，視覚伝達デザイン 

准教授：桐谷佳惠：コミュニケーションデザイン，デザイナーのための心理学，知覚心理学 

准教授：小山慎一：知覚，認知心理学，デザイン心理学，神経心理学，神経科学 

助 教：小原康裕：視覚伝達デザイン，インフォメーション・アーキテクチャ，コンピュータグラフィッ

クス，広告，デザイン史 

内容：情報とその授受すなわち情報コミュニケーションは，人間生活のあらゆる側面に密接に関わる重要な

問題である。本領域の特徴は，そのような問題をデザインの観点から多角的に捉えて探究するところ

にある。具体的には，情報伝達媒体の計画や評価の諸問題を扱うコミュニケーションデザインに関す

る教育研究，ヒューマンインタフェースの計画や評価の諸問題を扱う人間情報科学に関する教育研究，

および心理学的視点からデザインの諸問題を扱うデザイン心理学に関する教育研究を行う。 

 

教育研究領域：環境ヒューマノミクス 

教 授：○勝浦哲夫：人間生活工学，環境人間工学，生理人類学，デザインヒューマノミクス 

教 授：◎鈴木直人：社会変化に対応する地域デザイン，生活づくり，伝統技術，グローバル化と貧困 

教 授：植田 憲：デザイン文化計画，地域資源活用，内発的地域づくり，内発的観光創造 

教 授：佐藤公信：環境デザイン，空間演出計画，環境心理学，音環境計画 

客員教授：松尾恒一：民俗宗教，儀礼・芸能史 

准教授：下村義弘：デザインヒューマノミクス，生理人類学，人間生活工学，バイオメカニクス 

准教授：樋口孝之：生活文化デザイン学，デザイン史，デザイン哲学，人工物意匠論，生活環境計画 

准教授：原 寛道：環境デザイン，歩行環境計画，遊び環境計画 

助 教：湯山博子：環境デザイン, 植物環境デザイン, 福祉デザイン, 環境グラフィックデザイン 

内容：生活環境は様々な要素によって構成され，また，使用者の要求や条件によっても変化する。本領域

では環境と人間との関係を文化の視点，行動の視点，人間工学の視点から検討し，それぞれのレベ

ルにおける環境と人間との関係を明らかにしながら，地域開発や具体的な環境的道具の創造，人間

の特性に基づいた環境及びその構成品に関する教育研究を行う。 

 

 人工システム科学専攻  機械系コース 

教育研究領域：材料・強度・変形 

教 授：胡  寧：材料力学，計算力学，材料強度，複合材料，損傷評価， 適化 

教 授：浅沼 博：スマートマテリアル，知的材料・構造システム，複合材料，多機能材料，自己修復 

客員教授：坂田 敬：鉄鋼材料，自動車用鋼，ミクロ組織制御，材料機能評価，物理・化学分析 

准教授：小山秀夫：塑性加工，加工システム，新成形法，逐次成形，材料特性 

准教授：小林謙一：高温構造設計，クリープ構成式，耐熱材料，余寿命推定，簡易非弾性解析 

准教授：魯  云：新エネルギー材料，環境材料，材料機能評価，粉末冶金工学，複合材料工学 

准教授：糸井貴臣：マグネシウム合金，鉄アルミナイド，機械材料，組織制御，微細組織，TEM観察 
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准教授：渡辺知規：連続体力学，粘弾性・レオロジー，材料変形・強度，非線形力学，数理科学 

内容：材料・強度・変形領域は，機械類を構成する部材，要素のための基礎となる材料の特性改善や高機能

な材料の開発，構成部材の形状と負荷形式に依存する強度特性の改善と新しい強度評価法，さらには

極限環境下での強度評価法の開発，並びに構成要素を塑性加工する際の加工特性の改善と新加工法の

開発を目的とする教育研究領域である。そのために，材料工学，機能材料，材料力学，材料強度，塑

性工学，材料加工などの分野を包括し，それらの創造的展開を実現するための教育と研究を行う。 

 

教育研究領域：加工・要素 

教 授：森田 昇：超精密加工，特殊加工，微細加工，工作機械，工具，加工面評価 

教 授：中本 剛：マイクロ加工，機械加工，三次元造形，レーザ加工，機械要素 

教 授：三科博司：トライボロジー，摩擦・摩耗，潤滑，人工関節，生体材料 

准教授：比田井洋史：超微細加工，レーザ加工，バイオエネルギー 

助 教：松坂壮太：レーザ微細加工，レーザ溶接，マイクロ接合，表面活性化常温接合 

助 教：大森達夫：トライボロジー，機械要素，潤滑，転がり軸受，軸受寿命 

内容：加工システム・要素領域は，先端的な加工システムの構築と，より微細な加工を行うための方法を

実証することを目的としている。このためには，加工の際に成立する原理，原則を検証し，加工に

大きく影響する物理，化学的現象を解明することが必要となる。素材・材料の物性の理解と加工に

おける物理，化学現象の理解，さらに，材料物性，加工現象の理解に基づく先端的加工システムの

教育と研究を行う。また，機械を構成する要素に関する構造的解析から機械のデザインのための予

備教育を行う。 

 

教育研究領域：システム・制御・生体工学 

教 授：◎野波健蔵：小型無人航空機・μ飛行体，６脚ロボット，双腕ロボット，自律小型ボート，自律

知能移動ロボット，電力貯蔵フライホイール付電気自動車，制御工学 

教 授：劉  浩：生体力学，計算力学，生物飛行・遊泳，羽ばたき飛行体，バイオミメティクス，生理

流体，循環器系シミュレーション，マルチスケール・マルチフィジクスモデリング，

医用画像 

准教授：並木明夫：ロボティクス，高速画像処理，マニピュレータ・ハンド，高速把持，メカトロニクス，

制御工学 

准教授：坪田健一：計算力学，生体力学，骨リモデリング，微小循環，細胞シミュレーション，機能的適応 

准教授：大武美保子：認知活動支援システム，会話支援ロボット，機能性高分子センサアクチュエータ，

生体計測，人間行動計測，ヒューマンモデリング，サービス創造，人工知能，健康・

医療・福祉工学，データ科学 

特任准教授：菅原路子：生体力学，数理システム生物学，細胞運動工学，細胞・分子シミュレーション 

助 教：大川一也：知能機械システム，ロボット工学，学習制御，行動知能，群知能 

助 教：藤原大悟：小型無人航空機，飛行制御，メカトロニクス，航空力学，制御工学 

内容：システム・制御・生体工学領域は，生物の 適運動や生命・生体機能におけるメカニズムの工学的

応用，ロボットやメカトロニクス，車両，飛行体，ダイナミカルシステム，福祉支援機器などの機

械システムの知能化・自律化を実現することを目的とする。これにより，たとえば機器を操作する

人の負荷を軽減，あるいは操作効率を向上させることができる。この目的のため，動的システム・

制御工学，生体工学，行動学習などに関する教育，研究を行う。 

 

教育研究領域：環境・熱流体エネルギー 

教 授：武居昌宏：混相流体，可視化計測，二相流，マイクロ流路，人工心臓，プラント 

教 授：○前野一夫：航空宇宙熱流体，レーザー応用計測，衝撃波，圧縮性流体，極低温 

教 授：森吉泰生：熱流体工学，内燃機関，モデリング，数値解析，レーザ計測診断 

客員教授：山田敏生：内燃機関，燃焼，HCCIエンジン，シミュレーション，点火，モデリング 

客員教授：森川弘二：内燃機関，高過給エンジン 
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准教授：田中 学：エネルギー貯蔵・輸送機器，医用生体熱工学，バイオ流体工学 

准教授：三神史彦：流体工学，可視化画像計測，マイクロ流れ，複雑流体，飛翔体 

助 教：太田匡則：熱流体力学，レーザー加工，エネルギー工学，伝熱工学，衝撃波 

特任助教：窪山達也：内燃機関，燃焼，HCCI，点火 

内容：環境・熱流体エネルギー領域では，地球環境を悪化させることなく豊かで快適な生活を維持するた

めに不可欠なエネルギー源の多様化と最適化を実現することを目的とする。そのために，エネルギ

ーの供給・リサイクル・利用・変換に関わる熱・流体工学の教育と研究を行う。 

 

 人工システム科学専攻  電気電子系コース 

教育研究領域：波動・回路 

教 授：△八代健一郎：マイクロ波工学，不均一伝送線路の合成，逆散乱，フィルタ，電磁波の散乱，数

値解析 

教 授：鷹野敏明：電波科学，電磁波計測・応用，計測システム開発，微弱電波受信，高感度ミリ波

レーダ 

准教授：早乙女英夫：磁気応用，磁気アクチュエータ，フェライト，パワエレ，DC/DCコンバータ 

助 教：中田裕之：超高層物理学，電離圏擾乱，電波伝搬，GPS，大気波動，磁気圏，MHD波動 

内容：宇宙空間，大気圏，地殻における様々な物理現象に伴う電磁気現象・波動現象を研究対象とした教

育研究，逆散乱問題の手法によるマイクロ波フィルタの設計法， 周期構造における電磁波の伝搬・

散乱の解析，および磁気応用工学，パワーエレクトロニクス分野の教育研究を行う。 

 

教育研究領域：物性・デバイス 

教 授：工藤一浩：有機半導体，有機トランジスタ，超薄膜物性，半導体デバイス，分子素子 

教 授：石谷善博：半導体光物性，半導体光デバイス，キャリア－フォノンダイナミクス，テラヘルツ波，

量子物性，窒化物半導体 

客員教授：岡本信治：電子ディスプレイ，無機ＥＬ，発光材料，蛍光体，光物性 

客員教授：清水直樹：高密度・大容量情報記録，ホログラム，光変調素子，スピン注入磁化反転，磁気光

学効果 

准教授：酒井正俊：有機エレクトロニクス，有機半導体，電荷移動錯体，結晶成長，配向制御，分子ナノ

デバイス 

准教授：森田 健：半導体量子ナノ構造，半導体スピントロニクス，テラヘルツ非線形光学，超高速分光，

半導体光物性 

助 教：○國吉繁一：有機半導体物性，薄膜界面物性，電子デバイス，多孔質アルミナ，陽極酸化 

内容：有機半導体を用いた，ナノスケールトランジスタ，薄膜トランジスタ，フレキシブルシートディス

プレイ等のデバイス，ならびに，ナノスケール電気物性に関する教育研究を行う。次世代高効率太

陽電池，紫外から赤外の発光ダイオード・レーザ，光センサ等について結晶成長から物性評価，素

子の試作と理論的解析から，高機能の光・電子材料や素子等の教育研究を行う。 
 

教育研究領域：システム・制御 

教 授：佐藤之彦：パワーエレクトロニクス，電気機器，モータ制御，電力システム制御，新エネルギー 

教 授：◎平田廣則：システム科学・工学，大規模システム，生態システム，最適化，知能・学習 

教 授：劉 康志：システム制御工学，制御理論，スマートグリッド，電力システム，制御応用 

教 授：小圷成一：計算機工学，VLSIレイアウトCAD，確率的最適化，進化・学習システム 

客員教授：渡辺和夫：超高圧送電システム，高機能電力ケーブル,電気材料，高電界現象，楕円関数の応用 

准教授：近藤圭一郎：モータ制御，パワーエレクトロニクス，電気機器，蓄電装置素子，鉄道・自動車応用 

准教授：残間忠直：システム制御，ハイブリッド制御，ロボット，メカトロニクスの制御 

助 教：岡本 卓：システム工学，最適化理論，ソフトコンピューティング，複雑系 
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助 教：名取賢二：エネルギーネットワーク，蓄電システム，新エネルギー，制御工学，モーションコン

トロール 

助 手：大矢浩代：超高層物理学，D-/E-領域電離圏，トウィーク空電，磁気嵐，太陽活動周期，雷放電 

内容：半導体電力変換装置の回路方式，制御法および応用技術による電気エネルギーの有効かつ高度な利

用法の実現，大規模複雑システムの解析，設計，モデル化，生物システムの工学的応用，および生

態システム，システムの構造的理論およびそのフィードバック制御理論等の教育研究を行う。 

 

教育研究領域：情報・通信 

教 授：橋本研也：超音波工学，弾性表面波素子，高周波電子回路，通信工学，微細加工，光プローブ，

センサ 

教 授：伊藤智義：計算機科学，専用計算機，ハードウェア，数値計算，電子ホログラフィ，三次元動画像 

教 授：全へい東（総合メディア）：画像・映像処理，コンピュータビジョン，マルチメディア，センシング 

教 授：高橋秀夫（言語教育）：教育工学，CALLシステム，情報機器，マルチメディア，コミュニケーショ

ン，英語教育 

客員教授：鹿田真一：ダイヤモンド薄膜・単結晶，パワー半導体デバイス，電子源，通信用デバイス，センサ 

准教授：安 昌俊：通信理論，MIMO通信システム，RF回路理論，ソフトウエア無線機，コグニティブ無線 

准教授：下馬場朋禄：ホログラフィ，波動光学，計算機工学，三次元画像処理・センシング，立体映像 

助 教：大森達也：弾性波デバイス，電子回路，高周波回路，光ファイバセンサ，ワイヤレスセンサ 

助 教：角江 崇：ホログラフィ，ディジタルホログラフィ，高速度イメージング，3次元イメージング・

計測，超高速現象記録・観察・可視化 

内容：高速化・大容量化が進む計算機資源及びネットワーク環境に関する教育研究を行う。移動体通信を

はじめとする通信システム，方式，デバイス，大規模な画像メディア情報などの伝送を可能にする

次世代ネットワークシステム，数値シミュレーションを高速化する計算システム，自然言語の計量

的分析に基づく言語教育システム，脳機能情報を光学的に検出する生体情報計測システム等につい

て，理論的・実証的かつハードウェア・ソフトウェアの両面から教育研究を行う。 

 

 人工システム科学専攻  メディカルシステムコース 

教育研究領域：医用情報 

教 授：△山本悦治：画像計測，MRイメージング，画像シミュレータ 

教 授：五十嵐辰男：内視鏡画像処理，鏡下治療システム，手術・診療機器，内視鏡立体パノラマ画像 

教 授：羽石秀昭（フロンティアメディカル）：医用画像の統合的利用法，CT，MRI，PET等の画像処理，カラー・

分光情報の医療応用 

教 授：林 秀樹（フロンティアメディカル）：低侵襲化外科治療学，蛍光生体イメージング，センチネルリン

パ節ナビゲーション手術，外科治療デバイスの特性解析 

准教授：大沼一彦：眼光学，光計測，医用画像処理 

准教授：菅 幹生：医用画像処理，生体計測，MRI，PET，生体弾性率計測 

准教授：山口 匡（フロンティアメディカル）：医用超音波，生体の各種特性計測，波動情報処理，メディカル

イメージング 

内容：生体信号処理，画像処理，医用情報，認知科学についての教育・研究を担当する。主に情報工学，

画像工学を基盤として，医用情報システムの理論的及び実践的な能力を養うことを目標とする。ま

た，医療現場における情報機器及び画像診断装置の導入が進んでいることに鑑み，その電子化・情

報化に対応する教育・研究を行う。さらに統計的手法に基づいて定量的に判定するデータベース処

理技術，X線などの方法では明瞭な観察が不可能であったものを精密な画像処理によって視覚化する

技術など，情報・画像理論を用いた新しい技術の創生，開発を行う。また，VR（バーチャルリアリ

ティ）を利用したバーチャル手術システム，トレーニングシステムの開発などを追求する。 
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教育研究領域：医用電子 

教 授：△伊藤公一：アンテナ，医用電磁波工学，アンテナの医療応用，人体通信，電磁波と人体との相

互影響評価 

教 授：兪 文偉：生体制御，生体工学，医用ロボット，福祉工学（リハビリテーション工学を含む），人

工知能 

教 授：鈴木昌彦（フロンティアメディカル）：整形外科学，人工関節，生体材料，細胞工学 

客員教授：小松研一：画像診断機器，診断用画像処理，医療機器開発経営・マネージメント 

准教授：岩坂正和：生体磁気，磁場効果，強磁場物理，生体物性 

准教授：中口俊哉：医療支援システム，VR医療トレーニングシステム，医用画像処理，生体計測 

准教授：齊藤一幸（フロンティアメディカル）：電磁波工学，マイクロ波の医療応用，電磁波数値シミュレーシ

ョン 

准教授：高橋応明（フロンティアメディカル）：人体と電磁波，環境電磁工学，平面アンテナ，小型アンテナ，

Body Area Network 

准教授：中村亮一：コンピュータ外科学，手術マニピュレータ，手術ナビゲーション，手術ワークフロー解析 

助 教：川村和也：手術支援ロボット，ロボット設計シミュレーション，操作性評価，リハビリテーショ

ン支援ロボット，歩行動作計測 

内容：医用磁気，医用電子，システム制御，福祉工学（リハビリテーション工学を含む）の研究および教

育を担当する。少子高齢社会における医用機器・福祉機器開発のための基礎知識を主に電子工学・

機械工学を基盤として，理論的及び実践的に教育・研究する。さらに新しい診断・治療に役立つ機

器の開発研究を行う。ナノテクノロジーによるドラッグデリバリシステム開発，身体への負担を可

能な限り少なくするマイクロマシンによる低侵襲手術システムの開発，日常生活の向上と健康で長

寿を全うする予防医学，健康管理のためのウェアラブル機器の開発など，より一層正確かつ効果的・

効率的な治療を行うための新技術の創生を行う。そのほか医療用マイクロマシン技術の開発，ロボ

ティクス技術を応用した介護システムなどを追求する。 

 

 共生応用化学専攻  共生応用化学コース 

教育研究領域：バイオ機能化学 

教 授：斎藤恭一：タンパク質高速精製，核酸利用，多孔性吸着材，放射線グラフト重合，ポリマーブラシ 

教 授：関  実：マイクロ・ナノ化学，流体デバイス，バイオチップ，バイオリアクター，生体触媒，

細胞培養 

教 授：岸川圭希：液晶，ソフトマテリアル，超分子，超構造，ナノ機能材料 

客員教授：榊 啓二：生物化学工学，分離工学，バイオリファイナリー 

准教授：笹沼裕二：高分子物理化学，統計力学，量子化学，NMR，構造－物性相関，分子設計，弱い相互作用 

准教授：串田正人：有機エレクトロニクス，ナノバイオサイエンス，生体親和性材料の物性工学，近接場光学 

准教授：谷口竜王：高分子化学，界面化学，コロイド化学，光化学，ラテックス診断薬，タンパク質 

准教授：梅野太輔：分子進化工学，遺伝子変異工学，合成生物学，メタボリックエンジニアリング 

准教授：山田真澄：マイクロ流体力学，微細加工，生物化学工学，バイオマテリアル合成，バイオセパレ

ーション 
助 教：桑折道済：糖鎖工学，機能性高分子，グライコマテリアル，酵素工学 

助 教：河合（野間）繁子：細胞生物学，タンパク質科学，バイオイメージング 

内容：生体における反応は分子間相互作用の精巧な仕組みに基づいて進行し，認識や分離など様々な機能

が発現している。本教育研究領域では，分子構造と機能発現との相関を理論と実験の両面から解明

し，生体機能を代替，超越する材料およびプロセスの創製を目指している。DNAや酸素などを一成分

とする材料やリアクターの開発，生体に類似した構造や機能を有する高分子の合成，統計力学計算

による高分子の構造と物性の推算，遺伝子工学を駆使した生体分子の機能そのものの作り替えに関

する教育と研究を行う。 
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教育研究領域：環境調和分子化学 

教 授：○北村彰英：光化学，光機能材料，エネルギー変換材料，電子移動反応，非侵襲測定 

教 授：△幸本重男：超分子化学，分子認識，ソフトマテリアル，光機能材料 

教 授：坂本昌巳：有機合成化学，有機光化学，結晶化学，不斉反応，複素環化学，分子認識 

教 授：唐津 孝：光化学，有機ケイ素化学，発光材料，有機エレクトロルミネッセンス，フォトクロミ

ック材料 

教 授：赤染元浩：有機合成化学，超分子化学，機能性分子，有機結晶工学，分子認識化学 

准教授：三野 孝：有機合成化学，有機金属化学，遷移金属触媒，環境調和型反応，不斉合成，ナノ分子

構築 

准教授：松本祥治：有機合成化学，機能性材料，ヘテロ原子化学，ヨウ素化学，グリーンケミストリー 

准教授：矢貝史樹：自己組織化，自己集合，超分子，機能性色素，光応答性材料，ナノマテリアル，生体

模倣 

助 教：高橋正洋：共役系高分子，電子磁気機能，分子磁性，機能性高分子，高分子合成，超分子科学 

内容：有機分子は多種多様な生理活性物質や機能性材料として人類社会を支えている。本研究領域では環

境適合性と高い効率性を兼ね備えた，新しい有機合成法の確立や高機能性有機材料の開発に取り組

む。①医・農薬などの生理活性物質の創成と新規合成法の開発。②ヘテロ元素の特性の利用や，遷

移金属錯体触媒を用いた合成法の開発。③光励起分子の動的挙動解明。④自己組織化する分子集合

体の設計と超分子化学。⑤有機EL，液晶，フォトクロミック材料など省エネルギー・高効率光機能

材料の開発。 

 

教育研究領域：無機・計測化学 

教 授：◎掛川一幸：環境適合セラミックス材料，焼却灰リサイクル，ナノ組織材料，アモルファス利用

材料 

教 授：岩舘泰彦：液体論，非晶質材料科学，構造の解析と制御，高エネルギー照射，環境適合性高機能

材料の開発と改質 

教 授：町田 基（総合安全衛生管理機構）：有機汚染物質，重金属，吸着・分解，速度論，平衡論，活性 

炭，表面改質，構造制御，水環境，水質浄化 

教 授：藤浪眞紀：分析化学，機器分析，表面科学，放射線化学，陽電子消滅法，レーザー分光法 

客員教授：千葉光一（産総研）原子スペクトル分析法，環境計測，計測標準，標準物質 

准教授：西山 伸：無機材料化学，酸化物半導体，結晶および非晶質の構造解析，負の熱膨脹 

准教授：上川直文：材料化学，セラミックス，ナノ粒子，表面・界面化学，電子材料，ソフト溶液プロセス 

准教授：小島 隆：ナノ粒子，セラミックス複合体，無機廃材リサイクル 

助 教：天野佳正：水環境，湖沼，富栄養化，アオコ，増殖メカニズム，水質浄化，活性炭，吸着 

助 教：野本知理：分子分光学，振動分光法，界面分光，機器分析，物理化学，光触媒，超高速レーザー

分光 

助 教：大窪貴洋：核磁気共鳴，計算化学，高温化学，アモルファス材料，局所構造 

内容：広範な無機材料について新機能・高性能・環境調和をキーワードとしたプロセス開発及び性能評価

を行う。特に，環境汚染を引き起こしにくい低毒性代替材料の開発や資源やエネルギーのリサイク

ルに関連した研究を基礎と応用の両面から実施する。また，特異な物性を示す微小領域やヘテロ界

面での原子・分子レベルの極限計測化学手法の開発とそれによる材料や生体における機能発現因子

の解明を目指す。 

 

教育研究領域：資源プロセス化学 

教 授：島津省吾：触媒化学，錯体化学，グリーンケミストリー，ナノ構造触媒，分子認識，層状化合物，

イオン交換反応 

教 授：佐藤智司：資源変換プロセス，触媒化学，多孔質固体，ポリオール，脱水反応 
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教 授：星 永宏：表面電気化学，構造規制表面，燃料電池，ナノスケール反応場，表面分光，プローブ

顕微鏡 

准教授：◎袖澤利昭：触媒化学，環境触媒設計，固体触媒調製，二元細孔体，資源変換化学，C1化学，資

源循環化学 

准教授：一國伸之：触媒化学，表面科学，Ｘ線吸収分光法，光触媒，炭化物触媒，クラスタ－化学 

助 教：中村将志：燃料電池，表面電気化学，水和構造，金属ナノ粒子，機能性電極，表面構造制御 

助 教：原 孝佳：触媒化学，固定化金属触媒，環境調和型物質変換，無機結晶化合物，高難度酸化反応 

助 教：山田泰弘：炭素材料，エネルギー貯蔵，サーマルインターフェース材料，相変化材料，多孔質材料 

内容：分子・原子レベルでヘテロ界面を規制し，高効率エネルギー変換を可能とする反応場の創生を目指

し，さらにバイオマス・太陽エネルギー・化石資源の有効利用を目標とした資源変換プロセスおよ

びナノ構造レベルで制御された高性能・高選択性触媒の開発を行う。①無機・有機ナノ複合体の精

密合成と分子認識触媒，②新規固体表面ナノ構造設計と反応条件での動的構造解析，③植物由来資

源からの有用物質製造に適した新規触媒反応プロセス，④ヘテロ界面の極微構造の決定と極微構造

体による高効率電極触媒。 

 

教育研究領域：共用機器センター 

准教授：桝 飛雄真：単結晶Ｘ線構造解析，結晶多形，分子キラリティー，分子間相互作用 

 



Ⅴ 修了生の進路状況（平成24年度 博士前期課程修了生） 

 左グラフ：進路別，右グラフ：就職先（産業別）

●全体 

●コース別 

 建設・都市科学専攻  建築学コース 

【主な就職先】大林組，大成建設，清水建設，鹿島建設，東日本旅客鉄道，東京急行電鉄，千葉市役所

 建築・都市科学専攻  都市環境システムコース 

【主な就職先】東京ガス，野村総合研究所，住友林業，日本工営，千葉県庁，YKK AP，日本ガイシ

修了生数 

410名 

進学 18名
その他 15名

製造業 214名 

公務 18名

サービス業 1名
不動産業 12名

卸売・小売業 6名

運輸業 9名

光熱水道関係業
6名

未定 24名

就職者数 

368名 

修了生数 

58名 

就職者数 

56名 

就職 56名 

修了生数 

57名 

就職者数 

48名 

就職 48名 

進学 3名

未定 6名

その他 1名

公務 5名

製造業 10名 

情報通信業 5名 

運輸業 1名

公務 4名

その他 2名

製造業 5名

建設業
55名

教育関係 2名

情報通信業 2名

情報通信業 30名

建設業 33名

卸売・小売業 1名

運輸業 5名

光熱水道関係業 2名

不動産業 9名

卸売・小売業 1名

不動産業 3名

光熱水道関係業 1名

進学 1名 未定 1名

就職 368名 

建設業
 14名

就職 56名 
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 デザイン科学専攻  デザイン科学コース 

【主な就職先】ソニー・コンピュータエンタテインメント，ダイハツ工業，カネボウ化粧品，クリナップ，
　　　　　　　ジョンソン・エンド・ジョンソン

 人工システム科学専攻  機械系コース 

【主な就職先】トヨタ自動車，三菱電機，日本精工，日本電気，富士ゼロックス，JFEスチール，ヤマハ発動機

 人工システム科学専攻  電気電子系コース 

【主な就職先】大成建設，三菱電機，キヤノン，リコー，カシオ計算機，シャープ，日立造船

修了生数 

64名 

就職者数 

48名 

製造業 26名 
就職 48名 

進学
8名

未定 8名

修了生数 

66名 

就職者数 

63名 

製造業 54名 
就職 63名 

未定 3名

修了生数 

56名 

就職者数 

53名 

製造業 34名 就職 53名 

進学 1名

情報通信業 9名

公務 2名

光熱水道関係業 1名

その他 2名 

建設業 6名

建設業 2名

情報通信業 10名

公務 1名 
運輸業 2名

その他 5名

サービス業 1名

公務 2名

卸売・小売業 4名 

未定 2名

教育関係 1名

運輸業 1名

情報通信業 1名
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